
い

　
　

於
い
て
北
生
が
、
新
出
の
ぬ
甲
文
字
や
銅
器
銘
文
な
ど
の
資
料
を
謳
使

弱／
‘

　
　

し
、
考
鐙
學
的
方
法
と
先
生
抑
特
の
史
眼
で
偉
庶
時
代
の
支
那
再
確
詔

　
　
　
　

に
非
常
な
自
図
と
興
味
と
を
持
た
れ
た
こ
と
は
事
責
で
あ
る
。
富
永
快

　
　
　
　

基
の
佛
殿
史
研
究
法
に
共
鳴
し
て
支
那
古
代
傅
説
の
加
上
を
論
じ
、
年

　
　
　
　

栃
的
五
帝
を
空
間
的
五
帝
Ｋ
還
元
せ
し
め
ら
れ
た
所
な
ど
は
動
か
す
し
へ

　
　
　
　

か
ら
ざ
る
繊
案
で
あ
£
＾
、
今
後
の
支
那
古
代
史
研
究
の
出
登
貼
と
芒

　
　
　
　

げ
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　

清
朝
史
通
論
は
近
世
史
で
あ
る
丈
に
、
一
際
僅
く
先
生
の
ポ
リ
チ
イ

　
　
　
　

ク
が
現
は
れ
て
ゐ
る
。
ポ
リ
チ
イ
鳥
ば
兎
角
上
ヽ
こ
り
に
流
れ
た
り
、
學

　
　
　
　

問
と
分
裂
し
た
り
し
た
が
る
も
の
で
あ
る
が
、
先
生
の
そ
れ
は
、
此
處

　
　
　
　

が
絢
世
の
論
だ
と
別
に
こ
と
わ
ら
な
い
で
も
隨
所
に
そ
れ
バ
沸
か
出
て

　
　
　
　

ゐ
る
。
あ
る
會
祗
の
重
役
が
毎
‐
脊
治
通
路
を
一
巻
づ
っ
誼
む
と
い
ふ

　
　
　
　

話
を
聞
い
て
先
生
が
、
そ
れ
は
偉
い
、
気
儲
の
參
考
に
出
水
る
や
う
な

　
　
　
　

の
が
本
富
の
涌
鑑
の
凋
み
方
だ
と
賞
め
ら
れ
た
こ
と
を
畳
え
て
ゐ
る
。

　
　
　
　

先
生
の
こ
の
書
も
、
威
参
様
に
よ
っ
て
は
、
巫
者
以
外
の
人
に
も
絃
世

　
　
　
　

庖
身
の
惚
の
俗
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　

先
生
は
度
々
支
那
へ
も
行
か
れ
、
清
岡
學
者
と
の
交
際
も
廣
く
、
又

　
　
　

蔵
沁
に
も
富
ん
で
居
ら
れ
た
の
で
、
清
朝
叱
‐
通
論
に
盛
ら
れ
た
材
料
は

　
　
　

恐
ろ
し
く
豊
富
で
あ
り
、
そ
れ
が
殆
ど
皆
先
生
の
手
許
に
あ
る
か
久
廿

　
　
　

賓
地
に
日
過
さ
れ
た
も
の
に
係
っ
て
ゐ
る
。
特
に
箭
代
の
言
ぶ
な
ど
を

　
　
　

多
く
観
ら
れ
た
黙
で
は
、
恐
ら
く
先
生
は
宣
時
の
日
本
に
於
い
て
コ
ー

　
　
　

を
俳
ふ
で
あ
ら
う
。
・
斤
韻
學
だ
の
考
勘
學
だ
の
、
さ
て
は
文
章
詞
曲
な

　
　
　

ど
、
取
り
つ
き
愉
い
皺
回
旧
が
一
度
七
生
の
手
に
掛
る
と
平
易
に
碩
参

倅
い
て
明
快
な
説
明
が
典
へ
も
れ
て
ゐ
る
。
文
化
史
的
な
内
容
が
大
部

分
を
占
め
て
ゐ
る
か
ら
、
寧
ろ
誘
代
文
化
史
と
云
つ
て
よ
い
か
も
知
に
仙

ぬ
が
、
抑
も
塵
巴
と
云
ふ
も
の
が
別
に
文
化
巾
ぶ
名
乗
ら
ぬ
ｒ
、
も
、
斯

う
い
ふ
気
に
す
る
の
が
本
宮
だ
と
も
云
へ
る
｀
。
先
生
の
壽
は
、
回
時
…
い
。

て
も
、
１
　
書
い
た
ば
か
り
か
と
思
は
れ
る
清
新
さ
が
あ
り
、
更
に
色
々

な
こ
と
を
考
へ
さ
せ
る
不
思
誰
な
力
を
持
つ
て
ゐ
る
。
（
宮
隋
市
定
）

　
　
　
　

西
域
史
研
究
（
上
・
下
巻
）
ヽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白

　

烏

　

庫

　

吉

　

著

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
六
年
九
月
・
同
十
九
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
波
書
店
刊
行

　

へ
５
～
・
頚
計
て
五
○
五
頁

　
　

明
治
以
後
に
於
け
る
本
邦
史
學
兜
を
顕
る
に
、
西
城
巾
こ
研
究
も
亦
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

　

新
學
問
の
Ｉ
た
る
を
・
失
は
・
な
い
。
而
し
て
こ
の
新
科
脳
の
川
治
者
こ
そ

　

白
鳥
庫
吉
博
に
『
一
に
し
て
、
博
士
の
殼
も
得
意
と
せ
ら
’
る
る
部
門
で
お

　
　
　
　
　

Ｓ

　

’

　

り
、
殊
に
其
の
初
期
に
あ
り
て
は
博
士
以
外
に
は
殆
ん
ど
企
て
得
ざ
り

　

し
も
の
で
あ
っ
た
。
尤
も
常
時
に
於
い
て
も
博
士
以
外
に
西
域
史
研
究

　

に
挑
り
し
人
々
は
皆
無
で
は
な
く
、
那
珂
通
吐
博
士
こ
三
宅
米
吉
博
士

』

　

る
西
域
史
研
究
は
貧
に
白
鳥
博
士
を
以
て
其
の
擢
輿
と
せ
ね
ば
な
ら

　

ぬ
。

　
　

博
士
の
西
域
史
研
究
途
上
に
於
け
る
最
初
の
論
女
は
「
烏
孫
に
就
い

　

て
の
考
」
（
明
治
三
十
三
一
四
年
、
史
學
銀
誌
十
一
編
十
一
臍
ｎ
十
こ

60－-



　
　
　
　

編
Ｔ
二
読
）
に
し
て
。
今
回
、
本
も
上
巻
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
の

　
　
　
　

は
其
の
富
を
得
た
も
の
で
あ
ら
う
。
次
い
で
博
士
は
外
國
留
學
よ
り
録

　
　
　
　

朝
後
、
大
秦
國
に
開
す
る
新
見
解
「
大
秦
國
及
び
悠
林
國
に
就
き
て
」

　
　
　
　

（
史
學
雑
誌
十
五
編
四
一
十
一
読
、
本
書
下
唇
所
収
）
を
提
出
さ
れ
て
’

　
　
　
　

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
　
H
i
ｒ
t
ｈ
　
の
所
詑
（
Ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ａ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｒ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
　
Ｏ
-
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
）

　
　
　
　

を
批
判
せ
ら
れ
、
引
撹
い
て
西
域
史
研
究
に
潜
心
せ
ら
れ
た
る
結
果
、

　
　
　
　

物
さ
れ
た
乙
が
明
治
四
十
四
年
よ
り
大
正
二
年
に
亘
り
東
洋
學
報
（
一

　
　
　
　

巷
三
琥
、
二
唇
一
読
、
三
巷
一
・
二
読
）
に
漣
載
さ
れ
し
「
西
域
史
上

　
　
　
　

の
新
研
究
」

　

（
本
書
上
唇
所
収
）
に
他
な
ら
な
い
。
西
域
史
學
の
開
拓

　
　
　
　

者
と
し
て
０
博
士
の
意
気
の
程
は
本
篇
の
序
文
に
も
窺
ひ
得
る
が
。
其

　
　
　
　

の
巾
、
「
康
居
考
」
に
於
い
て
は
隋
代
の
康
居
が
キ
ル
ギ
’
ｒ
‘
ス
テ
ッ

　
　
　
　

プ
を
指
す
も
の
に
し
て
。
、
西
人
の
混
く
如
く
Ｓ
ｏ
ｇ
ｄ
ｉ
ａ
ｎ
ａ
　
Ｑ
地
を
指
す

　
　
　
　

も
の
に
非
ざ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
大
月
氏
五
命
侯
の
位
置
・
彊
域
匂

　
　
　
　

中
心
に
論
ぜ
ら
れ
し
「
太
月
氏
考
」
に
て
は
Ｍ
ａ
ｒ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｔ

　
　
Ｑ
所
論
に

　
　
　
　

批
判
―
加
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
大
正
五
年
よ
り
引
綾
い
て
研
究

　
　
　
　

成
果
の
登
坂
を
見
た
。
先
づ
、
「
大
宛
國
考
」
（
大
正
五
年
二
月
、
東
洋

　
　
　
　

昂
双
六
ぎ
一
脈
、
本
書
上
意
所
収
）
は
、
主
と
し
て
漠
代
の
大
宛
、
殊

　
　
　
　

に
其
の
都
城
貴
山
城
の
位
置
を
論
じ
て
Ｋ
ｈ
ｏ
ｊ
ｅ
ｎ
ｄ
比
定
説
を
排
せ
ら

　
　
　
　

れ
、
（
之
は
桑
原
隠
噛
礪
士
と
の
間
に
熾
烈
な
る
論
職
を
展
同
さ
れ
る

　
　
　
　

こ
と
と
な
っ
た
。
桑
原
博
士
「
東
西
交
通
史
論
叢
」
參
照
）
大
宛
の
名

　
　
　
　

義
に
就
い
て
昔
譚
説
を
唱
へ
ら
れ
、
翌
六
年
一
月
登
表
せ
ら
れ
ｂ
「
助

力

　
　

賓
閥
考
」
（
東
洋
學
報
七
巷
一
瓢
、
本
・
沓
上
巻
所
収
）
に
於
い
て
は
、

／

　
　

隋
代
０
Ｓ
ｉ
ｔ
ｉ
Ｓ
　
Ｋ
ａ
ｓ
h
m
i
ｒ
　
i
＾
（
ａ
９
　
Ｃ
ｈ
ｎ
ｖ
a
i
ｒ
ａ
ｅ
ｓ
｡

　
Ｓ
.
Ｌ
＾
ｖ
i
）
　
を

　

批
判
し
て
、
其
の
賓
ｉ
s
　
　
　
Ｇ
ｓ
ｍ
ｄ
ｈ
ａ
ｒ
ａ
地
方
を
指
す
も
の
な
る
こ
と
を

・
論
誼
せ
ち
れ
た
が
、
更
に
同
年
九
月
よ
。
り
翌
々
年
に
亘
っ
て
公
け
に
さ

　

れ
し
「
塞
民
族
考
」
（
東
洋
學
報
七
倦
三
独
、
八
巻
三
独
、
九
唇
三
弦
、

　

本
書
上
巻
所
収
）
に
て
は
、
西
方
史
料
Ｃ
Ｈ
ｅ
ｒ
ｏ
ｄ
ｏ
ｔ
ａ
ｓ
及
び
Ｂ
ｅ
ｈ
ｉ
ｓ
t
ａ
ｎ

　

碑
文
以
旅
の
）
。
目
見
の
サ
カ
族
と
漢
代
史
料
に
見
え
る
塞
種
と
の
関
係

　

を
詳
論
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
書
上
唇
に
は
以
上
の
他
に
猶
、
「
大
宛

　

國
の
汗
血
馬
」

　

（
明
治
三
十
九
年
八
月
、
東
亜
之
光
一
巻
四
耽
）

　

「
佛

　

敦
東
漸
の
傅
脆
」

　

（
昭
和
十
年
五
月
、
「
佛
敦
講
話
」
所
収
）
を
収
め

　

て
ゐ
る
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

　
　

本
書
下
巷
の
排
列
は
［
プ
ー
レ
マ
イ
オ
ス
に
λ
］
凡
た
る
葱
嶺
通
過
路

ｋ
就
い
ぞ
」
（
昭
和
十
六
年
四
明
、
蒙
古
學
報
第
二
‘
昏
）
「
粟
特
閥
考
」

　

（
大
正
十
三
年
十
二
月
。
東
洋
學
報
十
四
春
四
弦
）
の
中
岳
ｃ
三
幅

　

を
冒
頭
に
掲
げ
た
る
後
、
「
大
秦
國
及
び
梯
蒜
國
に
就
き
て
」
（
前
述
）
’

　

「
條
支
國
考
」
（
大
正
十
五
年
五
月
、
「
内
藤
博
士
還
暦
祝
賀
支
那
學
諭

　

叢
」
所
収
）
・
「
大
秦
傅
に
現
は
れ
た
る
支
那
思
想
」
（
昭
和
六
年
一

　

月
「
桑
原
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
」
所
収
）
・
「
太
秦
琳
よ
り
見
た

　

る
西
域
の
地
理
」
（
昭
型
ハ
虻
‥
四
一
八
月
ヽ
史
學
雛
４
　
四
二
帽
円
・
五
・

　

六
・
八
臍
）
・
「
柳
蘇
問
題
の
新
解
鐸
」
（
昭
和
六
年
十
二
月
・
七
年
七

　

月
ヽ
東
洋
學
報
十
九
唇
三
弦
・
二
〇
巻
一
弦
）
‘
「
大
秦
の
木
錆
珠
と
印
・

　

度
の
如
意
珠
」
（
昭
和
八
年
八
月
。
「
市
村
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論

　

叢
」
所
収
）
な
ど
酉
豆
関
係
の
諸
研
究
六
篇
を
載
せ
て
ゐ
る
。
「
粟
特

　

國
考
」
は
久
し
く
雖
問
た
り
し
こ

　
０
國
の
所
在
を
考
へ
ら
れ
た
結
果
、

　

そ
れ
が
後
漢
書
の
栗
戈
（
粟
弐
）
に
し
て
南
北
朝
の
昭
武
九
（
六
）
姓
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渚
川
、
隋
唐
の
康
・
米
・
曹
ふ
'
ｊ
;
　
･
　
ｚ
i
　
■
何
な
ど
ン
グ
デ
ィ
ア
ナ
諸
國

麗

　
　

か
口
合
し
、
佛
典
の
傘
眉
ぶ

　
　
　
　

「
條
支
川
考
」
に
て
は
収
支
國
が
チ
グ
リ
ス
。
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
爾
河
の

　
　
　

デ
ル
タ
を
本
地
と
す
る
Ｍ
’
ｅ
ｓ
ｅ
-
[
i
e
-
Ｋ
ｈ
ａ
ｒ
ａ
　
ｃ
ｅ
ｎ
ｅ
國
に
し
て
、
脱
支
の

　
　
　

字
函
は
メ
ソ
ポ
ダ
ミ
ヤ
の
指
栴
た
る
セ
ミ
チ
ッ
ク
語
ヂ
ェ
ジ
ー
ラ
の
吾
譚

　
　
　

な
る
こ
と
を
説
か
れ
た
。
昭
和
六
年
。
史
學
雑
誌
に
建
試
せ
ら
れ
し
「
大

　
　
　

秦
傅
よ
り
見
た
る
西
1
4
の
地
理
」
に
お
い
て
は
大
秦
倅
所
記
の
地
理
を

　
　
　

考
澄
さ
れ
、
最
後
に
條
支
國
と
大
秦
㈹
に
閥
す
る
記
事
の
沁
楡
討
を
試

　
　
　

み
ら
れ
た
結
果
、
條
支
は
Ａ
ｎ
t
ｉ
ｏ
ｅ
ｈ
ｉ
ａ
の
略
詳
と
解
せ
ら
れ
て
前
読

　
　
　

を
改
訂
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
（
な
ほ
収
支
の
地
は
官
峙
市
定
教
授
に
よ

　
　
　

り
Ｇ
ｙ
.
i
a
｡　
Ｓ
ｅ
ｌ
ｅ
ｕ
ｃ
ｉ
ａ
に
比
定
さ
れ
て
居
リ
ー
史
林
二
叩
‥
か
一
耽
所
載

　
　
　
　

「
に
支
と
大
泉
と
西
海
」
―
、
夙
に
小
川
琢
洽
博
士
は
「
支
那
昭
史
地
理

　
　
　

円
Ｉ
初
堅
」
第
十
二
章
「
雁
兜
鎖
・
理
の
地
名
學
的
研
究
」
に
｀
に
い
て
、

　
　
　

條
支
を
Ａ
Ｍ
t
ｉ
ｏ
ｃ
ｈ
ｉ
ａ
の
昔
ぷ
と
し
て
Ｓ
ｙ
ｒ
i
a
に
比
定
さ
れ
て
ゐ
る
）

　
　
　
　

「
～
引
叫
に
現
れ
た
る
支
那
思
想
」
は
太
秦
悩
の
成
立
と
所
代
思
想
と

　
　
　

Ｏ
ｆ
ｃ
　
間
々
・
論
ぜ
ら
れ
て
、
太
秦
り
文
字
解
拝
に
及
ば
れ
し
も
の
、
考
古

　
　
　

の
上
に
示
唆
せ
ら
る
ｘ
所
多
い
。
「
抑
芯
川
題
０
新
解
糧
」
は
上
・
巾
・

　
　
　

下
三
篇
よ
り
成
る
が
、
本
が
に
寂
む
る
所
は
上
・
中
画
篇
で
あ
り
、
本

　
　
　

年
一
月
分
行
の
小
じ
評
価
鋼
二
九
巻
三
・
四
合
１
　
貌
に
載
せ
ら
れ
た
下
篇

　
　
　

を
以
て
完
結
す
る
ｏ
で
あ
る
。
貌
言
人
秦
妨
の
批
判
に
始
り
し
本
論
文

　
　
　

は
、
抑
罰
‥
へ
収
り
解
稼
よ
り
逞
ん
で
加
害
の
伏
盧
尼
閥
が
隋
唐
時
代
の

　
　
　

榔
谷
囚
に
し
て
、
其
の
都
城
伏
岨
尼
城
は
Ａ
ｎ
t
ｉ
ｏ
ｃ
ｈ
ｉ
ａ

／
＾
＾
r
^
と
比
定

　
　
　

せ
ら
れ
た
に
臓
け
て
、
陥
唐
昨
代
’
の
抑
蒜
瞬
、
南
朝
の
記
錬
所
見
の
拗

國
？

に
依
っ
て
問
題
と
さ
れ
し
水
羊
傅
誕
は
更
に
一
段
と
解
憚
を
深
め
ら
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
民
俗
學
的
研
究
と
し
て
も
極
め
て
卓
ぱ
た
も
ひ

と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
博
士
の
民
俗
學
的
方
法
は
回
域
史
研
究
に
於
い

て
は
更
に
「
大
泰
の
木
難
４
　
と
印
度
の
如
意
球
」
を
見
る
に
至
っ
た
。

印
ち
、
通
典
大
秦
潤
條
所
見
の
木
難
珠
を
取
上
げ
ら
れ
、
同
書
同
條
の

内
容
の
分
析
解
禄
を
行
は
れ
た
後
、
木
難
珠
の
賞
催
を
突
止
め
ら
れ
、

更
に
有
珠
説
話
の
問
題
へ
と
進
ま
れ
る
。
印
度
の
如
意
球
も
検
討
の
対

象
と
な
る
の
で
あ
り
、
更
に
は
祚
答
石
・
婆
陸
石
の
獄
験
・
石
信
仰
の

問
題
に
及
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
（
な
ほ
博
士
に
は
「
岩
石
信
仰
の
起
源
」

民
族
學
叫
究
二
泰
二
弧
か
お
る
）

　

以
上
、
本
書
上
下
雨
、
む
に
収
め
ら
・
和
し
諸
論
文
は
将
士
の
西
域
史
研

究
ｏ
成
果
を
悉
く
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
北
公
主
作
な
る
も
の
｀

は
茲
に
集
め
ら
れ
た
と
云
っ
て
宜
い
。
更
に
上
訴
に
於
い
て
は
、
飛
田

論
文
に
て
前
出
ヅ
文
の
所
説
を
改
琵
ら
れ
し
場
合
、
前
川
諭
文
の
該
富

條
下
に
其
事
ｏ
註
記
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
編
纂
令
各
位
の
御
溌
案

に
な
る
も
の
と
し
て
推
す
べ
き
で
あ
る
が
、
毀
定
せ
ら
れ
し
附
圖
索
引

の
附
せ
ら
れ
な
か
っ
‘
だ
の
は
！
現
下
の
こ
と
と
て
止
む
を
得
ぬ
と
は
云

ひ
乍
ら
Ｉ
誠
に
遺
憾
事
で
あ
り
、
何
等
か
の
形
で
柿
は
れ
、
以
て
木
書

を
完
璧
０
も
の
た
ら
し
め
ら
れ
ん
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
博
士
の
西
域

史
研
究
の
諸
業
績
に
就
い
て
は
今
更
乍
ら
譜
う
る
に
共
の
聊
を
得
な
い

の
で
あ
る
が
、
最
後
に
、
博
士
の
東
洋
史
論
集
の
編
纂
に
批
は
れ
る
方

方
の
御
努
力
に
敬
意
を
表
し
て
筆
を
措
く
。
（
岡
崎
精
郎
）
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